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8

　九 州 大學醫學部産婦入科學敏 室

教 授 木 原 行 男

研究生 　内、 田 　　孔 　 罕

●

　　　　　　　　1． 緒　　言

　 妊娠嘔吐 に 驪 して は ヒ ポ ク ラ テ ス
，

ア リス トテ

『
レ ス の 昔 よ り問題靦せ られ て い る が ， 現 今徇 ， そ

の 原因に關 して 多數 の 假読が 發表 さ れ て い る に 過

ぎす， 從 つ て 叉 ， 治療 に於 い て も未 だ に此 れを眞

に 完治 させ 得 る薬物はな い ．

　 余は偶 々 ， 大 日本製藥提供 の ドラ マ ミ ン を吾教

室 を訪れた「つ わ り」惡阻患者の 治療 に使用 した症

例 を少數 なが ら略記 して ， 本藥物療法 の臨床的便
　　　　　　　　　 ウ

値批到 の り 助 に せ んとする もの で あ b ます．

　　　H ． ドラ マ ミン （Dramamine ） とは

　 β・Dimethyl　amlnoethy1 　benz　hydryl　ether 　8−

・Chloro　theophylinate

　　　　躍：・ CH −・．−CH ・
−CH2−N ・ ε幾

　 　 　 　CH3− N −．一・CO
　　　　　　 t　 l

　　　　。琉鱒 漂〉・
一一Cl

　 以上 の如 き構造 を有 し， 抗 痙攣性 效果 は低 い が

重要な抗 ヒ ス タ ミ ン 力價 を有 し， 而 も毒 力は少 い

と 云 う特長 があ り， ア メ リカ に於 て は ， 主 と し て

動搖病の 嘔気 嫗 吐 ， 眩暈の治蜘 モ用 い られて い

る． 近 時産婦 人科領域 で も妊娠 に 併發す る悪心 ，

嘔 吐等の 治 療 に用 い られ ， 宗杢治癒 72．1％が報告

され て い る．

　　　　　　　 IH ・ 賢 驗 津

　 ド ラ マ ミ ン 1 日 3 囘 ， 100乃至 200mg を用 い た．

そ して ド ラ マ ミ ン 自身 に依 る 效果 を見 る 爲， 極 力

．他藥物 の 併用 は行 わな か つ た．

　 ド ラ マ ミ ン の投與法 は内服 と直腸注入の 兩法 が

、あるが ， 余 は全例 内服 に依つた．
　 　 　 t

　 實驗 域績 は下表 の如 くで ある，

　　　　　　　 互V ． 總　　括

使 用效果判明せ る症例 20例 ， 櫃に使用效梁判明

し，な い 例 81例 で あ っ た． （此 の 效果不 劉明 な る偽

は 再度來院 しなか つ た爲 ， 效果劉定不 能な者 で あ

る ）．

　一先す總括的 に その 使用效果 を見 ると， 卓效（緡 ）

3例，顯著な郊（十）4鰍 稍 1 效（十）8 例 ，

・效！菫

少（±）3 例 ， 無效（一）2 例で あ っ て
， （槽）， （蒔），

（十 ）を效果 あ る もの とする時は 75％ め有效率 とな

り， 他に效果不明な 8例 を治癒の爲來院 しな い 者

乏見 る時は有效as　82。1％ と な る ．

　次 に 各症厭 別に そ の 效果：を見 る と 次 の 如 くな

ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
《）．
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　 悪 　感 　2 　0 　 01 　31 　3 　i 　O

　13例に行 つ た 尿一般定性 檢香に 於 い て，使用前

の 尿所見 は蛋 白 1例 ， 糖 0 例 ，
ビ リ ル ビ ン 1例 ・

ウ ロ ビ リ ン 9例 ， ウ ロ ビ リ ノ ゲ ン 7 例 ，
ア セ トン

0例 で ，　 ド ラ マ ミ ン 使用 後 も何等著明 な變化 を 示

さ な つ た． 即 ち， 飢存の病的尿成分 も自覺症趺の

好轉に
一致 した鍵化 を示 さす ， 叉 萩 し く病的 尿成

分 を排出する如 き， 有害作用 は 認 め られ なか つ た、

　 鬲ljf乍用 をま8摎秘に認め られ た ．　睡 氣 ， 　7翌 ン ヤ リ ，

居 睡 り　5例，　手呼旨震顫 1 例 ，　腦貧』肛2 例 ，　即 ち

40。0％ に 見 られ る が生 命等に 危 害を及 ぼ す 糠 な中

毒作用 は認 あ られ なか つ た．此等の 副 作用 も蘂物

の 停止 に 依 り直 ちに 輕快 した．
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　 両妊娠月數 は 1互ヵ 月 9例 ，
m ヵ 月 3 例 ，

五V カ

月 5例 ，V 力 貝 1例 ，
　 V1 カ 月 1例 ，　 W11 ヵ 月 1例

で あ つ た．

　初 産婦 g例 ， 經産婦 11例 で ， その 聞に著明 な藥

效 の拜…は認 め られ なか つ た．

　全 身障碍 と して 疾病 を併有す る者 8例， 婦 人科

疾 患 5 例 で そ の うち双胎 1 例 で あつ た ． EPち何等

か の 疾病 と 「つ わ り」悪阻 の 症歌 を併發せ る 蓉 9

例，皀卩ち約 45％ は此等の 疾病 の 存在が「つ わ り」惡

阻症 1伏を増惡 す る もの で は な い か と思 わ れ る ．更

に 寄生蟲 を檢 す る な ら， 更に 多數 の 併存率 を見 る

と思 わ れ る ．

　　　 　　　　 V ． 考 　　按

　 ドラ マ ミ ン は動攜病 の治療及 び 豫防藥 と して ，

嘔氣，嘔 吐 ， 舷1暈 に 對す る 效果は 定評が あ る が，

抗 ヒ ス タ ミ ン 劑で あ る爲 ， 妊娠中毒症の起 因毒素

を ヒ ス タ ミ ン 樣物質 と見徹 す ヒ ス タ ミ ン 読 よ bす

る 時 は
，

こ れ を 中和 す る 意昧 に 於 い て 當 を 得 た

「っ わ り」悪阻 の 治療藥 と思考 される．

　 副作用 の 多 くは 抗 ヒ ス タ ミ ン 劑 に定評 あ る催眠

の 副作用 と同じ 言の と推察 され ， 「つ わ り」悪阻 患

者 で睡眠障碍 を訴 え る 者 に
， 就寢前服用 させ る時

は，副作用 が そ の 睡眠障碍 の療法 に なる と 思考 す

る ．　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　 一

　余 は 2例 に於 い て ， 腦貧 血樣症欺 （意識溷濁 ，

應答澁滯，譫妄 ， 四肢獗冷等）を經驗 した 鱈 其 の

1 例 は高嵐の 食慾不振 ， 惡心 ，嘔吐 を訴 え ， 痩瘠

甚 し く， 榮養障碍 さ れ て い た者 で 30皿 g1 囘服用

に依 り， その 1例 は輕度 の 食慾不振 ， 中等度 の嘔

吐 を訴 え て い た者 で 30mg ’
2囘 の 内服 に 依 り發作

を起 した ．幸 い
一時的 で著變 を見 なか つ たが

，
こ

れ は決 して 藥用 過量 とは思わ れ ない ．叉 雨者共 ，

日を同 じうし 6ET 　30 日 で あ つ た． これ は 日本 の廡

i氣多 く， 濃度高 き季篩で あ り， 此 の炎暑 の 中を來

院せ る疲勞 ， その他 に依る もの で はな い か と思わ

れ る．侖雨者共 便泌 を訴 え て い た．

　　　　　　　 VI ． 結　　辭

　（1）　 ドラ マ ミ ン は「つ わ b」悪 阻に對 して種 々

の 藥物療法 に伍 して 使用價値あ る もの と認 め る ．

有效率 75％ で あ る ，各症欣 申殊 に食慾不振，悪心

嘔吐 ，流涎 ， 睡 目1鱆 碍 に卓效 が ある．

　（2 ）　用量は先 す ド ラ v ミ ン 1 日100mg 　3 囘分

服 させ ， 效果及 び副作用 の 如何 に依 り， 適 宜増減

叉 は他薬物 と の併用 ， 置換 を な す の が爰當と 思 わ

れ る．

　（3）　副作用 は睡眠障碍に封 して は ， 釜害躍牛

ばする もの で ある が ， 生 命等に 危害を及 ぼ す様 な

中毒作用 は経驗 しな か つ た ．從 つ て 1 日量 100mg

乃至 200mg内外か ら始め る治療は 家庭に持 ちmifiら
せ 内服 さ せ る も危險は な い と思考 す る ．
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